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はじ めに

九州大学医学部熱帯医学研究会の昭和５４年度の活動は、主に哩休承を利用

して、沖細県八瞳山郡与那国島とバングラデシュのダッカへの２班に分かれ

て行われた。

与那国ノルには２年ぶりに出かけたものであるが、ベトナム難民が上陸してき

て話題になっているように、熱帯病がいつ何時に侵入してくるかもわからない

地域である。幸いにもこれまで何の伝染病の発生も報告されていないが、住民

の健康僧:理、衛生環境のl維視がいま以上に必要であろう。今回はこれまでの測

血圧検診を主体とした住民の健康管理とは別に、寄生虫の問題を取上げて調査

した。同時に、亜熱帯地域の特殊性を体験し、離島医縦の現状を見ることもで

きた。

一方、昨年に引つろきバングラデシュのＩｃＤＤＲ，Ｂ（１，コレラ研究所）

に学生２名と指導教官１名とが研修旅行した。途中、タイのバンコ〃で公衆術

生省ウイルス研究所およびラマチポデイ医科大学病院をも見学する機会を得た。

現地では多くの方々から大いに歓待され、非常に楽しい旅行であった。コレラ

や細菌性赤痢をはじめとする下痢症患者の実態と、その治療法をつぶさに見るこ

とができ、非常に興味深いものであった。さらにダッカ市内の大学病院や国立

病院で、そのほかの伝染病や栄養障害など、わが国ではすでに殆んど見られな

くなったような多くの疾患を誤ることができ、何よりの研修であった。同時に、

これら発展途上国の医療事情も理解することができ、わが国の隆療協力、経済

援助のあり方など、考えさせられることが多かった。

これらの活M功には、１'１１分にも多額の費用が必要であり、日本IRl際医療団をは

じめとする多数の剛体、会社に多くの賛助金をお願いし、本会のＯＢの先生方

からも援助をいただいたことを感謝するとともに、ここにその成果を報告する

ものです。 ５４年度海外班州長（医縦獅大部教授）

沢江義郎
一1－



第１４回学術調査団主旨

九州大学医学部熱帯医学研究会は、１９６５年発足以来、熱帯医学研究の為、各

地への調査団派遣、各国との学術交流を続けてまいりました。学内外の御指導と

御援助のもとに第１４回学術調査団を派遣する事ができました。

活動内容

１）バングラデシュのInternationalCenterforDiarrhealDiseaseResear‐

ｃｈ，Bangladesh（略称ＩＣＤＤＲ，Ｂ）への調査団派遣

２）沖細県与那国島における焼虫調査と広東住血線虫の延長宿主調査

３）天草の九大海洋研究所における寄生虫症の研修

団員構成

バ ン グ ラ デシュ班

指導沢江義郎（九大医療短大部教授〕

学生 松 尾圭介（Ｍ４）

山野龍交（Ｍ３）

沖縄班

指導

学 生

松井敏幸（九大第２内科〕

鷲尾昌一（Ｍ３）

山口茄也（Ｍ１）

田中耕司（Ｍ’）

藤原一男（Ｍ１）

矢野篤次郎（Ｍ’）

一例一



天草班

学生鷲尾昌一（Ｍ３）

山野龍文（Ｍ３）

山口茄也（Ｍ１）

田中耕司（Ｍ’）

藤原一男（Ｍ’）

矢野篇次郎（Ｍ１）

活動報告

１）九大祭参加

１１月２１～２２日の二日間、医療短大部の教室において、Bangladesh

及び沖細での調査報告と記録写真の発表をします。

２）一般公開

１２月１５日～１６日の二日間、天神コア三階において、Bangladcsh及び沖縄

での記録写真を一般の人に公開し、我燕熱帯医学研究会の活動を広く知っ

てもらいます。

３）日本国際医療団の合同報告会へ参加

１２月初旬、本年度海外研修を終えた各大学との合同報告会へ参加し、九

大熱WI:医学研究会のBangfladcshでの活励を発表するとともに、他大学との

交流を深めます。

４）西ｎ本医学生アジア交流会議へ参加

１２月１日～２日の二I11Hj、岡山市で行なわれる西日本医学ノヒアジア交流

会識に参加し、広く他大学の医学生と交流し、アジアにおける医療問題等

について話し合います。

－３－
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ＢＡＮＧＬＡＤＥＳＨ派遣団行動記録

1．主な行勤

１）日本で見ることの少なくなった感染症及び熱帯特有の疾患について研修を行なった。

ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬＣＥＮＴＥＲＦＯＲＤＩＡＲＲＨＥＡＬＤＩＳＥＡＳＥＲＥＳＥＡ－

ＲＣＨ（ＩＣＤＤＲ）では，コレラ，赤痢，ルルチブス等の下痢疾患を中心に学んだ。

２）ＢＡＮＧＬＡＤＥＳＨの医療体制や衛生状況を視察してきた。

３）ＢＡＮＧＬＡＤＥＳＨの医師及び医療関係者と交流でき，親睦を深めることができた。

４）タイ国立ウィルス研究所にて研修を行なった。

２構成

団長）沢江義郎九大医療短大部教授

団員）松尾圭介九大医学部４年（Ｍ‘１）

山野沌文九大医学部３年（Ｍ３）

3．後援

１）Ｄｒ．Ｋ・Ｍ・Ｓ・ＡＺＩＺＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＤｉｒｃｃｔｏ１・ｏｆｌＣＤＤＲ

２）Ｄ１．．Ｗ．Ｂ、Ｇ１･ＧｅｎｏｕｇｈＤｉｒｅｃｔｏｌ・ｏｆｌＣＤＤＲ

３）ＶｉｒｕｓＲｅｓｅａｒｃｈＩｎｓｔｉｔｕｔｅ，ＤｅｐｅｒｔｍｅｎｔｏｆＭｅｄｉｃａｌＳｃｉｅｎｃｅｓ，Ｍｉｎｉｓｔｒｙ

ｏｆＰｕｂｌｉｃＨｅム１tｈ（Thailand）

４）財団法人日本国際限臓団

５）尾前照雄九大第２内科教授，九大病院長

九大熱淵医学研究会会長

６）武谷他二九大細菌学教投

７）九州大学医学部同窓会

８）九州大学医学部熱帯瞳学研究会

４．行肋記録

７月２６日（木）

０９：３０編岡空港発（ＪＬ－７５３，ＣＸ－７０３）

１７：２０ＢＡＮＧＫＯＫ洲

－４－



Ｉ

７月２７１:I（金）

１０：４５ＢＡＮＧＫＯＫ発（ＴＧ３０３）

１２：Ｏ５ＤＡＣＣＡ”新

１４：ＯＯＩＣＤＤＲでＤｒ・ＡＺＩＺと会見，０１･ｉｅｎｔａｔｉｏｎ

ｌ５：Ｏ０１ＣＤＤＲの図書館でセミナーに参加

１６：３０ＧＵＥＳＴＨＯＵＳＥへ帰る

７月２８日〔土）

９：３０研修のスケジュールについてｄｉｓｃＵｓｓｉｏｎ

ｌＯ：Ｏ０ＩＣＤＤＲの外来，及び研究施設の見学

１４：００ダツ力市内見学（ＲＩＶＥＲＳＩＤＥＴＯＷＮ，ＭＵＳＥＵＭ，ＺＯＯＬＯ－

ＧＩＣＡＬＰＡＰＫ）

１６：３０ＧＵＥＳＴＨＯＵＳＥへ

７月２９日（日）

ＦＲＥＥＴＩＭＥ

午前：ＧＵＥＳＴＨＯＵＳＥ周辺散策

午後：ＩＮＴＥＲＣＯＮＴＩＮＥＮＴＡＬＨＯＵＳＥにて手紙をTIFき，ＤＡＣ－

ＣＡの地図を買う。

７月３０日（月）・

８：３０ＲＥＶＩＥＷＯＦＷＯＲＫＩＮＴＨＥＴＲＥＡ'ｎＭＥＮＴＣＥＮＴ－

ＥＲ

コレラ，腸チフス，赤痢岨者の診察

１０：３０１ＣＤＤＲの賊１１館にてｄｉＳｃｌ１ｓｓｉｏｎに参加

議題は

①ＰＲＯＴＯＣＯＬＦＯＲＴＨＥＳＵＲＶＥＩＬＡＮＣＥＯＦＤＩ‐

ＡＲＲＨＯＥＡＬＤＩＳＥＡＳＥ

②ＰＲＯＴＯＣＯＬＦＯＲＴＨＥＳＴＵＤＹＯＦＣＡＭＰＹＬＯＢ－

ＡＣＴＯＲＤＩＡＲＲＨＥＡ

③Ｋ、Ａ･Ｐ．ＳＵＲＶＥＹＯＮＤＩＡＲＲＨＥＡ

－５－
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④ＥＳＴＩＭＡＴＩＯＮＯＦＣ－ＡＭＰＩＮＣＨＯＬＥＲＡＳＴＯ‐

ＯＬＩＮＲＥＬＡＴＩＯＮＴＯＣＨＬＯＲＰＲＯＭＡＺＩＮＥＴ－

ＲＥＡＴ－ＭＥＮＴ

１３：３０ＴＲＥＡＴＭＥＮＴＣＥＮＴＥＲでＭＩＣＲＯＳＣＯＰＹを行なう。

患者の便より，細菌培蕊を行なう。

１６：３０ＧＵＥＳＴＨＯＵＳＥへ

７月３１日（火）

９：００ＲＥＣＴＡＬＳＷＡＢＣＯＬＬＥＣＴＩＮＧＡＮＤＣＵＬＴＵＲＥ

赤痢３例，ＮＡＧ１例

１１：００腸チフスについての洲義を受ける。

１４：００コレラのＳＥＲＯＴＹＰＥ，ＢＩＯＴＹＰＥの同定を定う。

８月１日（水）

９：００赤痢についての柵義を受ける。

１０：００前日のＲＥＣＴＡＬＳＷＡＢの培地の確認と菌同定

１４：００ＥＮＶＩＲＯＭＥＮＴＡＬＣＵＬＴＵＲＥ

（ＩＣＤＤＲ周辺の沼より，水と水生仙物を採築）

２１：ｌＯＥＮＶＩＲＯＭＥＮＴＡＬＣＵＬＴＵＲＥで，ＩＮＣＵＢＡＴＥした細菌を培地

に植え込む。、

８月２日（木）

９：００１ＮＦＥＣＴＩＯＵＳＤＩＳＥＡＳＥＨＯＳＰＩＴＡＬ見学

１１：ＯＯＴ－ＢＨＯＳＰＩＴＡＬ見学

１２：ＯＯＥＮＶＩＲＯＭＥＮＴＡＬＣＵＬＴＵＲＥ（肺偲培批）

１４：ＯＯＰＡＴＨＯＬＯＧＹ

（寄生虫，赤痢の類白血病反応，マラリア等を観察）

１５：３０ＥＮＶＩＲＯＭＥＮＴＡＬＣＵＬＴＵＲＥ（ＭＥ－Ｃ児学）

８月３日（金）

９：O０ＳＨＩＳＨＵＨＯＳＰＩＴＡＬ（子供病院）見学

１２：O０ＥＮＶＩＲＯＭＥＮＴＡＬＣＵＬＴＵＲＥ（Ｍ淀）

－６－



１３：ＯＯＴＲＥＡＴＭＥＮＴＣＥＮＴＥＲで研修

１４：Ｏ０ＩＣＤＤＲの仕事，業績について説明を受ける

１５：ＯＯＩＣＤＤＲの図書館でセミナーに出席

１６：３０ＧＵＥＳＴＨＯＵＳＥへ

８月４Ｎ（±）

９：Ｏ０ＤＭＣＨ』ＳＳＭＣＨ見学

１４：Ｏ０ＤＡＣＣＡ郊外へ旅行

（ＮＡＴＩＯＮＡＬＭＯＮＵＭＥＮＴを見学）

１６：３０ＧＵＥＳＴＨＯＵＳＥへ

８月５日（日）

ＦＲＥＥＴＩＭＥ

ショッピング等をして過ごす。

８月６日（月）

７：ｏｏＴＲＩＰＴＯＭＡＴＬＡＢ（６０ＭＩＬＥの道のり）車で２時間，モーター

ボートで５０分の距離である。

ＭＡＴＬＡＢ支所の外来，研究，洲在施設等の見学

ＭＡＴＬＡＢ管轄区域の村を訪問

１８：００ＧＵＥＳＴＨＯＵＳＥへ

１９：３０，１．．ＤＯＮＡＬＤＭＡＣＫＥＹのパーティへ招待される.

８月７日（火）

８：３０ＲＵＲＡＬＨＥＡＬＴＨＣＥＮＴＥＲ見学

１４：００赤痢の誰義を受ける。

１６：３０ＧＵＥＳＴＨＯＵＳＥにてレポート作成

８月８日（水）

８：３０１ＣＤＤＲにてレポート拠出

１２：３０ＰＡＴＨＯＬＯＧＹの復習

１４：００ＥＬＩＳＡ（ＥＮＺＹＭＥＬＩＮＫＥＤＩＭＭＵＮＯ－ＳＯＲＢＥＮＴ

ＡＳＳＡＹ）を見学

－７－



１９：ｏ０Ｄｒ・ＡＺＩＺよりパーティに招待される。

８月９日（木）

９：００ＥＬＩＳＡを再び見学

１１：３０別れの挨拶の後，ＤＡＣＣＡ空港へ

１２：３０ＤＡＣＣＡ発（ＢＧ－０７６）

１６：３０ＢＡＮＧＫＯＫ着，ＥＲＡＷＡＮＨＯＴＥＬ宿花

８月１０日（金）

８：０Oタイ．ウィルス研究所見学

１８：ＯＯタイ古典舞踊などを見学

２２：Ｏ０ＥＲＡＷＡＮＨＯＴＥＬ猫泊

８月１１日（土）

１１：２５ＢＡＮＧＫＯＫ発（ＡＦ－１９４）

１５：００ＨＯＮＧＫＯＮＧ蒲

１６：Ｏ０ＥＸＣＥＬＳＩＯＲＨＯＴＥＬ宿泊

８月１２日（日）

１１：２５ＨＯＮＧＫＯＮＧ発（ＣＸ－５ｌ０）

１５：３０福岡空港静

－８－
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バングラデ､シユでの研修を終えて

はじめに〕

日本国際医療団，九大同窓会，九大熱研の後

援で，九大医療短大部の沢江義郎教授を団長と

して，医学部５年の山野龍文君.と松の３人ば，

７月２８日から８月９日までの２週間バングラ

デシュの首都ダッカにあるＩＣＤＤＲ，Ｂ（I､‐

ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＣｅｎｔＧｒｆｏｌ・Ｄｉａｒｒｈｅａｌ

ＤｉｓＧａｓｅＲｅｓｅａｒｃｈ，Bangladesh）で研

'修を行なう機会を得た。

ＩＣＤＤＲの前身はＣＲＬ（ＣｈｏｌＧｒａＲｏｓ‐

earchLabOratory）で１９６０年に開設され，

ＳＥＡＴＯ（１９７５年に解消）アメリカの資金

授助‘で遂行されていたが，今年からはＷＨＯの

国際運営委員会に運営を託ねられ，名称もＣＲ

ＬからＩＣＤＤＲと変わった。

ＩＣＤＤＲは現在，①下痢派（コレラ，赤痢，

ＮＡＧビプリオ，大腸菌感染，寄生虫，Ｒｏｔａ－

ｖｉｒｕｓによるもの）の診断，治療，疫学調査，

②人口対縦（人にI動態の把州，産児制限の普及

活動），③栄義問題，④経口輪液の剛発と試験

等の活動に取り組んでいる。

そのＩＣＤＤＲでの我☆の研修内容を綴って

桑たい。

２）我煮の研修は，次の６つであった。

①：赤痢に関するセミナーに参加し』又バン

－１~1－

Ｍ４松尾圭介

グラデシュにおける赤痢，コレラ，腸チフスに

関する洲義を受けた。セミナーは金曜日の午後

３時から４時３０分までＩＣＤＤＲの例桝館で

開かれ，我々 は２回それに参加する機会を得た。

第１週目は，インドのバングラーレのセントジ

ヨーンズ医科大学教授であるＤ】:ＰｒｅｍａＢｈａｔ

によるインドの赤痢の型の推移及びアンピシリ

ン耐生附出現への対策についてであった。第２

週目は’インドの病理学者Ｄｒ､ＳａｌｒａＳｌａｒｗａ

による赤痢の診断に必嬰次設仙及びその病理学

的知見についてであったｃ

講義は，ＩＣＤＤＲ′ｎａｉｎｉｎｇＢｒａｎｃｈ

の指導教官Ｄ,.．HassanAliが３回にわた

って行なった。

識義内容は，この国の赤痢ではLeukemoid

l･ｅａｃｔｉｏｎ，ｕｒｃｍｉｃｒｅＲｃｔｉｏｎ，hcmo1ys-

iSを伴うhemolyticuremiCsyndrome

をふる事が多く，叉赤痢菌の７０～80％がアン

ピシリソ感受{M1§でありlij州蝋はあまりみられな

いという事であった。

次に，ＩＣＤＤＲが独自に開発した翰液療法に

ついての説|ﾘ]をljllいた。'附液那法は，下捌症と

くにコレラの脱水症に対する治療の主幹をなす．

もので，重症患者にはＤＴＳ（ＤＡＣＣＡＳ－

ＯＬＵＴＩＯＮ）を静注するが，職症凪者には



経'-111(ii液（ＯＲＡＬＹＴＥ）を投与す為Ilが件

徴であった。経口揃液の成分は，水’必に対し

ＮａＣｌ３．５９１．，ＮａＨＣＯ３２５ｇｒ，ＫＣ11.59喝

Glucose20grを溶解してある。これは』コレ

ラに際して下痢が統いても，ブドウ糖またはシ

ョ糟の存在下で水，吃解筑の吸収が可能である

事を韮礎にして開発されたものである。あまり

にも多くの患者がいるため，症状が軽減すると

患若はｌ～２日で退院してゆき，菌排出の有無，

保菌者の有無は側題にされていなかった。

②：ＩＣＤＤＲのＴＲＥＡＴＭＥＮＴＣＥ－

ＮＴＥＲで下痢症の診察を行なった。忠者は１

図のように他を排川するために山中に穴をあけ

てあるコレラペツドに渡ていた。ここで診たの

は，コレラ，ＮＡＧピプリオ，赤痢，腸チフス

その他のlj(間に‘1:為下刑肌溜であった。揃陳の

一角には，脳視野顕微鏡が設置してあり，患者

の便をスクリーニングしていた。多数の運動性

の菌がいればこれにコレラ抗血iIVを加え迎動が

停止すればコレラ蝋しなければＮＡＧピブリ

オを疑った。又，全ての入院患者に対して細菌

培誕を行っており，ピブリオに対してはＢｉｌＧ

ｐｅｐｔｏｎｅ水で増殖させ，ＴＣＢＳ，ＴＴＧＡ，

ＫＩＡ，ＭＩＵで繭の同定を行ない最終的には

抗血浦で型を決定していた。又，RotavirUs

感染による下痢を疑った場合，ＥＬＩＳＡ

（EnZymeLinkcdInmunosorbentAssay）

による診断な行ｉｆ;侭っていた。ＥＬＩＳＡは,Yｌｄ－

－１１－

ｏｕｂｌＧａｎｔｉｂＯｄｙｓａｎｄｗｉｔ,ｃｈ〃方式の倹

迩法であり，RadioinmunoAssayと同等の

感度をもちながら経費が安く，持ち巡びが簡単

であるという利点を捗っため，ＩＣＤＤＲとそ

の支所では広く利用されていた。

ＴＲＥＡＴＭＥＮＴＣＥＮＴＥＲの横に病理

研究室があり，そこで我上は，Entamoebahi‐

ｓｔｏｌｙｔｉｃａ，Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓｂｕｓｋｉ，ｍａｌ－

ａｒｉａの末梢血塗沫漂本，赤痢患着のLeukomo-

idroactionの血液像を検鏡することができ

た。Ｆｂｕｓｋｉは，子供の鵬管内に寄生する

偏平肉賛大型の吸虫であり，虫卵は肝蛭に畑似

して蹄別困雌，菱の実の龍企が主瀬蝋染ルート

であるが，今この寄生虫症がバングラデシュで

増加している11『が注I』されていた。

③：４人の下痢辿者からRocljalswabを採

集し，原因菌の培菱，Ｍ定を行なった。その緒

果，３例がShigelladySenteriae，ｌ例

がＮＡＧｖｉｂｒｉｏであった｡

④：Ｄｒ・Anwarulの指潮のもとに，ＥＩＷ－

ｒｏｍｅｎｔａｌＣｕｌｔｕｒｃを行なった。バングラ

デシュの川，沼の水磯械物（ホテイアオィ）の

茎，根にはＮＡＧピブリオが存在していること

が知られているので，我会はそのＪ１を確認する

ためにＩＣＤＤＲ周辺の沼からsampleを採集

してＮＡＧピプリオの検出を紙ぶた･水はその

ま童の状態で，植物はミキサーで粉砕し蒸溜水

で拡散したものをﾉ|｣いた。検･体をmicrosporc



ｆｉｌｔｅｌ･にかけて，ＭＦ－Ｃ（注）を加えて６

時間incUbateし，ＳＰ－Ａｇａｒに植え込んだ。

翌日，colonyを選択し，ＳＳ,、ＭｃＣｏｎｑｕｅ

培地に植え継ぎ，２４時間後菌を同定した。そ

の結果は，KlebsiellaとＥ・ｃｏｌｉが検出さ

れたの象で我女が求めていたＮＡＧビプリオは

検出することができなかった。

（注）ＭＦ－Ｃ：ＵＳＡのＢＢＬｃｏｍｐ－

ａｎｙが製造，その3.79ｒを１％Ｒｏｓｏｌｉｃａｃ－

ｉｄ液lOOw12で溶かしそれに，O2grのＮａＯＨ

を加え，撹枠しながら熱を加え沸騰させる。そ

れが冷えたら使用可能と欺る。成分は１必中，

ｐｅｐｔｏｎｅｌＯｇｒｊｐｏｌｙｐｅｐｔ,ｏｎｅ5.0ｇｒｊｙ－

ｅａｓｔｅＸｔｒａｃｔ３､ＯｇｒＮａＣｌ５０ｇｒ，Ｌａｃ－

ｔａｔｅｌ２５ｇｒ，ＢｉｌｅＳａｌｔＳ1.5ｇｒ，Ａｎｉ－

ｌｉｎｅｂｌｕｅＯ､１９rを含んでいるo⑤：Ｍａｔｌａｌ）

支所の活動状況老視察することができた。

⑤：Ｍａｔｌａｂは，ダッカの南西４５１６，の地

点にあり，車でユ時間，モーターボートで１時

間半かかった。見渡す限り湿地帯で，土がji諭

して水面より盛り上った小曲に稲，ジュートを

栽培して生計を立てていあ２～３戸の家屋より

なる小部落が点在していた。Matlab支所の

施設は，土の上に建てられているが，居住用に

は川岸にハウスポートがあり，乾季には諭臓し,雨

期には水品が増加すると浮くように諾卜されぇいた。

１９７９年現在，Matlab支所には，２３２村

264‘０００の人口が全て番号制によって登録され，

巡回員により，下痢の有無，健康状況，出生，

死亡，移住について調迩が行なわれ，下痢対策，

衛生教育，産児制限厳どの計画が遂行されてい

た。下痢対策に関しては，村に１人づつ教育さ

れたvol,mteerがおり，経口輸液を作り下痢

患者に飲ませるようなシステムになっていた。

我点はそのＶｏｌｕｎｔｅｅｒ活動を見学したが，

塩類と糖を計量して水ユ必に溶かす時，その水

はどうしているのかと質問したら，「川の水の

上澗を使っているｊ」という答えであった。叉，

産児制限に関しては，人口，栄養問題と密接に

結び薪き，支所では，ポスクーの配布，避妊具

使用方法の教育，希望者には卵管切除術を施行

しその対策にあたっていた。避妊具使用を教育

した村と，それを行なわなかつ昌た村の間には，

産児数において明らかな統計的宥意差が認めら

れ，Ｍａｔｌａｂ支所の活動の効果を物語っていた。

⑥：ダッカ近郊の病院，医科大学を訪問し，

樋食の感染症を診れ，現地の医師，学生と交流

できた。ＩｎｆｅｃｔｉｏＵｓＤｉｓｅａｓｅＨｏｓｐｉｔａｌ

ではopisthotonusの出現している末期の破

傷風，ジフテリアの偽脱を見る班ができた。

ＳｈｉＳｈｕＨｏｓｐｉｔａｌ（子供病院）では，髄膜

炎，ウィルス性脳炎，粟粒性結核症，気管支肺

炎，Ｋｗａｓｈｉｏｋｏｒが患者の大部分を占めてい

た。ＴＢＨｏｓｐｉｔａｌでは，胸部エックス写

真，大きな空洞形成の‘例が性交にして黙られ，

ほとんどが遁症結核であったが，稀に肺鵬癌の

－１３－



脳者もぷられ鑑別が問題にな’ったｏＭＭＣＨ，

ＳＳＭＣＨでは，医師，医学生と多くを語り合

う機会を得た。彼らは，日本の医旅猟Wにひど

く興味を示していた。医学生達といつしェに寄

生虫学の講義を受けたが，我女は教蝋の上でＨ

本の寄生虫症について質問を浴びせられ，何と

か答える事ができた。叉，解剖学実習を見学し

たが，現地では２年間かけて解剖学を学んでい

て，実習用の遺体は乾燥してからからになって

いた。

３）研修を終えて思った事

バングラデシュでまず目についたのは，川や

沼であった。その中で，人女は生柵していた。

水浴，排池，洗浄，変通……，すべての娘活が

川を中心に行なわれていた。川は，人士に多く

の恩恵を与えると同時に，命を源う病貿Cをも与

えていた。人生は，その矛盾の中で生活してい

た。その矛盾に打ち勝つ人公，いわゆる強い免

疫を持った人女の象が，この地で生き碗ってゆ

くのだという実感を味わった。

Enviromenta1Cultureをしている時，

沼で泳いでいる子供述を見ながらＤｒ・Anwa‐

rulはこう言った「あの子供達は平気だが，牧

六がこの沼で泳ぐと直ちに病気になるだろう。‐

と，そして，ＴＢＨｏｓｐｉｔａｌの廊下にムシ

声を掛けて放世してあった結核患者の死体の影

が脳裏をかすめた。

我女は，ほんの一部を垣間見たにすぎないだ

－１４－

ろうが，この国には，環境術生施般，人い，栄

養などの多くの問題が残されている?1を感じた。

今，ダッカでは政庁が新しく建設中であり，彼

らはwlNewGovernmcnt〃と啓って熱っぽ

い目でその建物を見守っていた。ｌｉｌ風の人右の

健康と平和を目指している彼らの新政庁に対す

る期待は大きく，自信と熱意を持って語りかけ

てくるその口謁に我査は圧倒されっぱなしであ

った。

この国は資材，設備の不足に1冊えぎ，先進国

の経済援助を渇望している｡我国の援助がいかに

あるべきか，自己満足的なものでなく，長い目

でこの岡の将来を見つめたものであって欲しい

と思った。

研修中，大きな希望と広い視野を捗って数な

の問題に取り組んでいる医師や研究者と語り合

える機会を得た事は何よりも素IWfしい事だった

と思う。又，いつか再び彼らと会え端歌を願い

たい。その時は，あの激しいスコールさえ懐し

く感じられることであろう｡

以上が私の報告です。この夏は感励に満ちた

経験をする'１『ができました。熱研，脇1il先生，

武谷先生ならびに同行して11ｴ卿11桁卿下さった

沢江先生に心よりお礼申し上げます。
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Ｂａｎｌｇ１ｌａｄｅｓｈ体験記

Ｍ３山野茄文

昭和５４年７月２６日９時３０分，沢江教授を団長とする牧女九大医学部熱りW医学研究会バングラ

デシュ学術調査団は，霜鳥先生などの見送りを受けて板付空港を発った。私とＭ‘'の松姥君にとって

は，これが峨初の海外旅行であり，非湘に緊恨した面持で飛行機に乗った。これからの１８日間に何

が:随こるかわからないという不安を感じ為と共に，未知の国BangladCshを訪れるという期待感を

持って………。

途中，香港に寄港して２６日の午後６時ごろタイのBangkokに到蒲した。Bangladeshへのフ

ライト待ちのためにホテルへ向う途F|:I職の第一印象は，日本以上のひどい交通渋滞であった。タイの

国土を走っているのは，始んど日本製の車であった。道路の雄伽は不充分だし，信号機なども非常に

少なかったし，何といっても運転マナーが悪かった。

翌日，BangkokからＤａｃｃａに行く時，飛行機の予約のrGconfirmationを怠っていたために，

我六の予約は取り消されてしまっていた。この時は本当に困ってしまったが，タイ国在依の沢江先生

の知り合いの方が’|ﾘを折って下さり，何とか切符を手に入れ，予定通り飛行機に乗ることができた。

もし，我点だけだったら予定の飛行機に乗れなかったかも知れないと思うと，今でも冷汗が出てく

る思いである。外国を旅行する時は，日本にいるような感覚で物を考えてはいけないという事を思い

知らされた股初の朋来事であった。

Bangkokより約２時間半の飛行ののち，我女はいよいよDlLcca空港に降り立った｡この空港は，

国際空港というにばあまりにも貧射で日本のローカル空港程度であった。日本人でＤａｃｃａに降りた

のば，我全の他に大学生が２人，商社員が１人いた。我会は空港ですぐ外貨をバングラデシニ通貨に

交換したが，この時５０ドル交換して７０Oタカ受け取れるはずなのに実際は６０Oタカしか受け取

っていなかった。Bangiadcsh通賀の数字を全く知らなかったのでこういう31『になったのであるが，

日本では考えられないような事であった。Bangladeshでは，銀行員ですら，客を外国人と見ると

ごまかすのではないかと思った。

空港にはｌＣＤＤＲ，ＢからＭｒ．Ｎ、Ｉｓｌａｍが迎えに来てくれていた。空港からＩＣＤＤＲ，Ｂ

へ行く途中の道路は非常に整備されていたが，車は非常に少なかった。まだBangladeshまでは日

本の車もそれほど進出していないようであ為が，時を見る巾は殆んど'１本製であった。変遡磯関は（

－１６－
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スのほか，大部分がオート三輪とRiChShow（自転ｴ|Ｉで引っぱる人力車）であった。しかし，道路

には昼といわず夜といわずたくさんの人間が，歩いたり立ち話をしたりしていた。働く人は良く働く

が，何もしないで道路にじっと坐っているという人をも結構いた。

その日の１４：００より早速Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎが始まった。我,4『はＩＣＤＤＲ，Ｂのスタッフが作製

してくれたスケジュールにのって行Wけることにした。ＩＣＤＤＲ，ＢのScientificDirectorのDr､Ａｚ－

ｉｚを初め，スタッフ一同ば本当に好恵的で，我煮が充分研修できるように綿密に予定を組んでくれ

ていた。その後，我六は図書館でＳｏｍｉｎａｒに参加した。このＳｅｍｉｎａｒは毎週金陥日の午後主に海

外からＩＣＤＤＲ，Ｂへ来たprofessorやＤｏｃｔｏｒが講義しているものである。この日は，イン

ドから来たＤｒ・PremaBhatのShigcllosisについてのＳｅｍｉｎａｒを聞いた。諦義後，ＩＣＤ－

ＤＲ，Ｂの慨Mliや職負からさかんに賀|川が出され，熱っぽい討捌がなされていた。この時，ＩＣＤＤ－

Ｒ，ＢのＤｉｒＧｃｔｏｒであるＧ１･eenough氏にお会いできた。彼は「Ｂｏｙｓ，ｂｅambitious.」

で有名な札幌艇学校のクラーク博士のひ孫であり，日本にも何度か来たりFがあるそうだ。非常に温厚

な入柄であるのが一I1見てわかった。発展途上国のために，自分の仕zlを見い出すというのはクラー

ク博士ゆずりであろうか。

２８日よりいよいよ研､惨が始まった。スケジュールには沢江先生の意向が受け入れられてさらに中

身の淡いものになった。thetreatmcntcenterで医師述はカルテを手に取って熱心に説明して

くれた。患者さん達がいかにも部外者だとわかる皮膚の色の異なった我凌をじっと見つめているのが

良くわかった。牧をほここで患者さん連を診察したり，Ｓｔｏｏｌの採取をしたり，細菌培錐をしたり

した。そして畑jiな写１１〔をたくさん柵って記録に残すことができた。昨年Ｂａｎｇ‘ladoShヘ行った松

田さん達から大体の話を聞いていたけれども，軽症の下痢患者はＯｒａｌｆｌｕｉｄを与えられて入院す

ることなく帰るとか，重症の患者でも全身状態が良くなればすぐに退院させるとかいう１Fを実際にこ

の目で見ると，さすがに驚かざるを得たかった。患者の隔離は侍無である。日木だととても考えられ

ない事だが，彼らにしてみれば，一人コレラ患者が発見されても大騒ぎする日本人の方が滑稽なのか

もしれない。我煮にBacteriologyの実習を教えてくれたＭｒ・Anwarulに至っては「我☆がBa-

ngladeShの川や池の水を飲んでも下畑はしないｏしかし，あなた方日本人が－１１でも飲むと下痢

をするので気をつけなさい。」と注意してくれたほどであった。

ＴｒａｉｎｉｎｇＢｌａｎｃｈのＭｒ・ＨａｓａｎＡ１ｉは３回にわたってＢａｎｇｌａｄＧｓｈにおけるＴｙｐｈｏｉｄ

ｆｅｖｃｒ・ＤｙＢｃｎｔｒｙ・Ｃｈｏｌｅｒａにつjl,､-Lの疫学'''９澗迩や現在の治旅法などを教えてくれたｏ
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彼がその1WさかんにｌＷｏｈａｖｃｎｏｍｏｎｅｙ．」を緋り返していた。やはり，BZlngladesh医学

界の最大の脳桑は病院施設・医薬品の絶対量の不足だと思う。それに医療関係者特に霧挫鮒などの待

遇改善が非稚に立ち遅れていると思う。次の話は日本に留学したことのある現地の着護鮒さんから聞

いた話であるが，給料は医師３００Oタカ（約四万５千円）刑謹鮒６０Oタカ（約９千円）の麓があ

り，労働時間も新継婦の方が長いそうである。それでも，医学佼を出た学生の半数はサウジアラビア

などの外国へ行ってお金を稼ぐそうである。外国に行くと６０万円ほどの給料があり，大半を本国へ

支送りしているのだそうである。Bang1adeshは医師墾成の面においてはそれ緑ど問題を持ってい

ないようであるが，彼らを本国に引き止めるだけの条件が不足している事は否めない事実である。現

在のBangladeshでは，施設の充実・医療関係者の待遇改櫛左外国からの援助に頼らなくてはなら

ないのは，いたし方のないﾘ『である。その点日本はアメリカ・カナダ厳どに比べて立ち通れているよう

だ。このような日本に対してBangladeshの人食が熱い期待を持っているのが良くわかった。彼ら

は，同じアジアの国でありながら，敗戦から立ち直って欧米諸国以上に経済的発展をとげた日本に非

術な好意を持って』,!』ている。この期待と好意を裏切らないためにも，1-1本は一時しのぎの援助ではな

くて，アメリ力のように将来のＶｉｓｉｏｎを持って援助を進めていくべきだと思う。

また，ＩＣＤＤＲ，Ｂは下痢性疾患の研究に関しては世界の一線を行っているそうである。それで，

日本人もブメリカ人のように長期滞在をして研究をしていけばきっと世界に誇れる成果が柳られると

思った。Bangladeshの医学水準は決して低くない。日本人も，近い将来，アメリカへ慨学するの

と同じくらいの気安さでBangladeshへ留学する日が来るかもしれない。

その他，我女は掛種の感染症を見学するために多くの病院へ連れて行ってもらった。ＩＣＤＤＲ，Ｂ

からの紹介であったので，非常に快く我査を受け入れてくれた。それらの病院で我犬は，結核・破傷

風・ジフテリア・ビタミンＡ欠乏症・栄凝失調などの病気を観察した。また，Matlabへ行った事も

忘れられない。それらの事については，ＩＣＤＤＲ，Ｂの最後の日に私のつたない英語のＲｅｐｏｒｔに

記してあるのでここで憾指略したい。

Bangladeshで会った多くの方食が我々 に非常に好意的であったという事とＩＣＤＤＲ，Ｂの医

師の方たが懸命に1.1分の仕事に打ちこんでいゐ姿を今でも私は忘れる11ができない。砿かに文盲率８０

％のこの国の其の近代化をめざす事は容易なことではないと思う。まず食樋の確保と国民の教育をし

なければならないだろう。その上に立って初めてBangladGShの発展が約束されると思う。しかし，

いつの11にか必ずＩＣＤＤＲ‘Ｂの方凌の熱献が実を結ぶであろうと祈っています。
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今回の洲在はBangladOshに正味２週間であった。短いようで長かった。しかし’わずかなりと

も我査と彼らの間に友情が芽ばえたと思う。もっと猛がうまく英語をしゃべれて，自分の意志を彼ら

に充分伝えるﾘ『ができたらと思うと残念でならない。自分の英会話力の低さを思い知らされた次節で

ある。でも私はもう一度Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈへ行きたいｏその時は一人前の眠師になって，テーマを狩っ

てＩＣＤＤＲ，Ｂを訪れ，せめて３ヶ月ほどでも滞在できればと思っている。何年先になるかもわか

らないが，英会話を充分マスターして，彼らと自由にdiscussionしてみもたい。

牧々 は，今lilこのような世重な体験ができました。いろいろお世話して下さった武谷先生，焔前先

生，熱疏各協賛諸団体，そして何よりもまず海外については全く勝手のわからない私達を指導して

下さった沢江先生に厚くお礼申し上げます。沢江先生には本当に御迷惑や御心配のかけ通しでした。

それでも，丁寧に私達に病気の説明や各検査法のやり方などを教えて下さり，大いに勉強になりまし

た◎

股後に，熱研の活動が来年も今年以上の成果が得られる聯を祈ってペンをおきます。

次に，私がＩＣＤＤＲ，Ｂへ識いたReportを掲戦します。

Ｉｔｉｓｃｏｒｔａｉｎｌｙａｎｕｎｉｑｕｅｏｐｐｏｌ･ｔｕｎｉｔｙ

ｔｈａ･ｔｗｃｖｉｓｉｔｅｄＢＲｎｇｌａｄｅｓｈａｎｄｓｔａｙｅｄｔｈｃｒｅｆｏｒｔｗｏｗｅｅｋｓ・Ｉｗａｓｓｕｒｐｒ－

ｉｓｅｄｔｈａｔｉｔｗａｓｔｏｏｈｏｔｉｎＢａｎｇｌａｄｅｓｈ・ＴｏｔｅｌｌｔｈＧｔｒｕｔｈ，Ｉｃａｕｇｈｔｃｏ－

ｌｄｏｎｔｈｅｔｈｉｒｄｄａｙｉｎＢａｎｇｌａｄｅｓｈ，ｂｅｃａｕｓｃｉｔｗａｓｔｏｏｈｏｔｏｕｔｓｉｄｅｂｕｔ

ｗａｓｔｏｏｃｏｏｌｉｎｓｉｄｅｂｙａｉｒｃｏｎｄｉｔｉｏｎＧ脇Ａｎｄｓｏ，Ｉｄｉｄｎｏｔ・ｆｅｅｌｑｕｉｔｅｗＧｌｌ

ｉｎａｆｅｗｄａｙｓａｆｔｅｒｍｙａｒｒｉｖａｌ・

ＩｎＢａｎｇｌａｄｅｓｈ，Ｉｌｅａｒｎｅｄｍａｎｙｍｅｄｉｃａｌｔｈｉｎｇｓ･Ｉｔｗａｓｔｈｏｆｉｒｓｔｔｉｍ‐

ｅｔｈａｔｌｏｂｓｏｖｅｄｔ,ｈｃｐａｔｉＧｎｔｓｏｆｃｈｏｌｅｒａ，ｔｙｐｈｏｉｄｆｏｖＧｒａｎｄｄｙｓｏｎｔｅｒｙ･

Ｗｅ，Japanesemedicalstudents，ｈａｄｈａｄｎｏｃｈａｎｃｅｔｏｏｂｓｅｒｖｅｔｈｅｓｅｐａtie－

，１，ｓ・Ｓｏ，ｗＧｃｏｕｌｄｌＧａｒｍｍｕｃｈａｂｏｕｔｔｈｅｓＧｄｉｓｅａｓｅｓ・ＷｅｍｕｓｔＬｈａｎｋＤｒ・

ＨａｓａｎＡｌｉｆｏｒｈｉｓｌｅｃｔｕｒＧａｂｏｕｔｔｈｅｍ・ＨｃｅａｇｅｒｌｙＬａｕｇｈｔｕｓＬｈＧｓｅｉｎｆｅ－

ｃｔｉｏｕｓｄｉｓｅａｓｅｓｉｎＢａｎｇｌａｄｅｓｈ･

Ｎｏｗ，ｃｈｏｌＧｒａｐａｔｉｃｎｔｓｈａｖｅｂｅｅｎｄＧｃｒｅａｓｉｎｇｉｌ１Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈ・Ｉｎｆｕ－

ｔｕｌ．ｃ，ＩｈｏｐｃｔｈａｔｃｈｏｌＧｒａｗｉｌｌｂｃｃｏｍｅｔｏｂｅｒａｒｅｄｉＳｅａｓｅｓ･ＢｕｔｔｈＧｒＧ
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ａｌ･ｏｓｔｉｌｌｍａｎｙｐａｔｉｃＴｉｔ８ｗｉｔｈｄｙｓ⑥ｎｔｒｙｉｎｓｕｍｍＧｒ．Ｉｔｗｉｌｌｂｅａｍｏｒｅ

ｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔａｓｋｔｏｒｅｄｕｃｅｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｄｙｓＧｎｔｒｙｐｅｒｃｅｎｔｓ、Ｉｔｈｉｎｋｉｔ

ｎｅｅｄｓｔｈｅｇｃｌ･ｍ－ｆｒｅｅｗａｔＧｒｓｕｐｐｌｙ，ｂｈｅｅｄｕｃａｔｉｏｎｏｆｐｅｏｐｌＧａｎｄｂｈｅｃｈｅｃｋ

ｏｆｔｈｅｃａｌ･ｒｉｏｒ，

ＯｎＪｕｌｙ３０，ＩｓａｗｍｏｖｉｎｇＶｉｂｒｉｏｃｈｏｌｅｒａｅｉｎｔｈｅｄａｒｋｆｉｃｌｄｍｉｃｒｏ－

ｓｃｏｐｙ・ＩｔｗａｓａｇｏｏｄＯＸｐｅｒｉｃｎｃｅｆｏｒｍｅ･ＩｗｉｌｌｎｅｖｏｒｆｏＩ･ｇｅｔＬｈ“imago／

ＩｆｍｇｌａｔｔｈａＬＭｒ・ｓｈａｆｉ，Ｍ〕｡..ＡnwarulandothGrparamGdicalstaffｓｋｉｎｄｌｙ

ｇｕｉｄｅｄｕｓｈｏｗｔｏｃｏｌｌｅｃｔｔｈｅｒｅｃｔａｌｓｗａｂｓａｎｄｈｏｗｔｏｃｕｌｔｕｒｅｔｈｅｍ・Ａｎｄｓｏ，

ｗｅｇｏｔｏｎｅＮＡＧａｎｄｔｗｏｓｌｌｉｇｅｌｌａｆｒｏｍｔｈｒｅｏｒｅｃｔａｌｓｗａｂｓ・

ＯｎＡｕｇｕｓｔＩ．，ｗｅｓｔｌｌｄｉｅｄｔｈＧｃｕｌｔｕｒＧｏｆｔｈｅｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌｓｐｅｃｉｍｅｎｓ

Ｗｅｇａｔｈｅｒｅｄｗａｔｅｒａｎｄｔｈｅｐｌａｎｔｓａｔｔｈｅｔｗｏｐｏｎｄｓ，ａｎｄｔｈｅｎｃｕｌｔｉｖａｔｅｄ

ｔｈｅｂａｃｔｅｒｉａ･ＴｈｅｎｅｘｔｄａｙｗｅｆｏｕｎｄｏｎｌｙＥ･ｃｏｌｉｏｎＡｇａｒｓ・

ＯｎＡｕｇｕｓｔ２，ｗｃｖｉｓｉｔｃｄｔｈｅＩｎｆｅｃｔｉｏｕｓＤｉｓｅａｓｅＨｏｓｐｉｔａｌａｎｄ‘ｎＢ

ＨＯｓｐｉｔａｌ．

ｌｎｔｈｅｌ，Ｄ・ＨｏｓｐｉｔａｌｗｅｃｏｕｌｄｉｎｓｐｅｃｔｍａｎｙｐａｔｉｅｎｔｓｏｆＤｉｐｈｔｈｅｒｉａａｎｄ

Ｔｅｔａｎｕｓ・ＥｓｐｅｃｉａｌｌｙｗｅｃｏｕｌｄｃｌｅａｒｌｙｉｎｓＰｅｃｔｔｈｅｐｓｅｕｄｏｍｅｍｂｒａｎｅｓｏｆ

Ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａ・Ｔｈｅｓｅｐａｔｉｅｎｔｓａｒｅａｌｍｏｓｔｂａｂｉｅｓｏｒｃｈｉｌｄｒｅｎ，ａｎｄｓｏ，ａｌｌ

ｏｆｌ』ｈｅｍｗｃｒｏｌ,ａｋｅｎｃａｌ･ｃｏｆｂｙｔｈＯｉｒｍｏｔｈｅｒ８・Ｉｔｈｉｎｋｍｏｔｈｅｒｓノａｆｆｅｃｔｉｏｎ

ｆｏｌ・ｔｈｅｉｒｃｈｉｌｄｒｅｎｉｎＢａｎｇｌａｄｅｓｈｉｓｍｏｒｅｔｈａｎｔｈａｔｉｎＪａｐａｎ・

Ｔｈｏｕｇｈｔｈｅｌ．Ｄ・ＨｏｓｐｉｔａｌｈａｓｓＧｖＧｎｗａｒｄｓ，Ｉｈｅａｒｄｔｈａｔｉｔｈａｓｏｎｌｙ

ｆｏｕｒｄｏｃｔｏｒｓＩｍｄｆｏｕｔｏｏｎｎｕｒｓＧｓ･ＩｔｈｉｎｋｔｌｌａｔｎｏｔｏｎｌｙｔｈＧＩ.Ｄ・Ｈｏｓｐｉ－

ｔａｌｂｕｔａｌｓｏｏｔｈｅｒｈｏｓｐｉｔａｌｓｉｎＢａｎｇｌａｄｅｓｈｎｅｅｄｍｏｒｃｄｏｃｔｏｒｓａｎｄｎｕｒｓｅｓ，

ＯｎＡｕｇｈｕｓｔ３．，ｗｃｖｉｓｉｔｅｄｔｈｅｓｈｉｓｈｕＨｏｓｐｉｔａｌ･Ｔｈｉｓｈｏｓｐｉｔａｌｗａｓ
ｆ

ｂｉｇａｎｄｖｅｌ･ｙｎｉｃｅ・Ｉｈｃａｒｄｔｈａｔａｂｏｕｔ９００ｏｕｔｐａｔｉｅｎｔｓｃｏｍｅｔｏｔｈｉｓ

ｈｏｓｐｉｔａｌｅｖｅｒｙｄａｙ・Ｉａｐｐｒｅｃｉａｔｅｍａｎｙｅｘｅｌｌｅｎｔｄｏｃｔｏｒｓｆｏｒｔｈｅｉｒｋｉｎｄ

Ｇｘｐｌａｎａｔｉｏｎａｂｏｕｆｍａｎｙｉｎｐａｔｉｅｎｔｓａｎｄｏｌ･ｇａ１１ｉｚａｔｉｏｎｏｆｂｈｅｈｏｓｐｉＩｊａｌ・

ＯｎＡｕ皿,８ｔ４．，ｗｃｗｅｎｔｔｏＤＭＣＨａｎｄＳＳＭＣＨ・Ｂｏｔｈｏｆｔｈｅｍｗｅｒｃ
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ｖｅｒｙｎｉｃｅｍｅｄｉｃａｌｃｏｌｌｅｇｅｓ・Ｗｅｈａｄｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐｗｉｔｈｔｈｅｓａｍｅｓｔｕｄｅｎｔｓ

ａｓｕｓ・ＩｔｈｏｕｇｈｔｔｈａｔｔｈｅｍｅｄｉｃａｌｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｎＢａｎｇｌａｄｅｓｈｗａｓａｓｈａｒｄ

ａｓｉｎJapan・BecauseIheardsomebodyremainedmｏｒｅｔｈａｎｔｗｏｙｅａｒｓｉｎ

ｔｈｅｓａｍＧｃｌａｓｓ、ＢｕｔｌｔｈｉｎｋａｌｌｏｆｔｈｅｓｔｕｄＧｎｔｓａｒＧＰｒｏｕｄｏｆｂｅｉｎｇｔｈｏ

ｍｅｄｉｃａｌｓｔｕｄｅｎｔｓ･ＩｔｉｓｓｕｒｅｔｈａｔｔｈｅｙｗｉｌｌｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅｔｏｔｈｅｄｅｖｅｌｏＰｍｅｎｔ

ｏｆＢａｎｇｌａｄｅｓｈｉｎｆｕｔＵｒｅ・Ｉｗｅｌｌｅｘｅｒｔｍｙｓｅｌｆａｓｈａｒｄａｇｔｈｅｍｃｄｉｃａｌ
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bｙＴａｔｓｕｆｕｍｉＹａｍａｎｏ

注＊ ＩＣＤＤＲ，Ｂで軽症患者に与える級口輪液

－２２－
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Fil6stvisitojEpaむienttorCDDR,B？』。Ｙｅｓノー７Ｎｏｒ７Ｄｏｎ１ｔｋｎｏｗ
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(inpntientsowmwords）
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Ｙｅｓ／-７ＮＣ／／DonItknolY／／

Ｄ＝Ｄｏｎ１ｔｋｎｏＷ

Ｙ＝ＹｅｓＮ二ＮＣ Dura士ｉｏｎｉｎＤａｙｓ
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C1imLcalDia8moSis

StoolBxaJni”tion

／／B1ood

ノブWBC'ｓ

／／AmebictmPhozooite

／／GiardiacySts

/~７Ｗｏｍｓ

E1eCtmlytes

／／Ｎａ

ノー７Ｋ

/~７Ｃｌ

Ｌ／Ｃ０２

SｔｏｏｌＣｕｌｆｕｗ２

／ノSalInonella

／／Shigella

／／ＥｒＥＣ

／／Rotayirus

／／Ｖ・cholcrae

／／ＮＡＧ

／／other〔spec減y〕

ｎ１ｅｍｐｙ

／／Oraユrehydrationalone

／／Oralrehydr8tion

／／エＶａｌｏｎｅ

／／Antibiotics

／／OtheTsupportivecaTe

DisposjLtion1：、ischargedEromoutpatielltclinic／／

Admittedtohospital／／

OutcomG：RecovGred／／

Dieｄ／／
，’／AM

Timeo2dischargeordeathノー７／~７：／一７／－７／７ＰＭＭｏｎｔｌ１／／／／－一一ー一
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DIARRHOEASUIWEn,LANCEREPORT

FOLLOWINGVISrl，
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/一~７１ｆyes，whatwascauseoEdeath？
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'vt・ムー_／４－／《二／Kg

StateofDehydration：MjL1d／ー７
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バングラデ､シユ 写真集

￥堆押便

川で入浴する人女。彼らはお金を払って入浴している｡

Ｉ

ＤｏｗｎｔｏｗｎのI1j
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ｌＣＤＤＲに入院中の青年。typhoidfeverの回復期ｃ

ＩＣＤＤＲに入院中の四ケ月の小児。非常にやせ細っている。

原因不明の下痢患者
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"Ｆ,ｄ医の茸－０パ腔琳

ｉｏｉＩ

鍵

ｌｎｆＧｃｔｉｏｕｓｄｉｓｅａｓｅｈｏｓｐｉｔａｌのtGtanusの思者｡

Ｉｎｆｅｃｔｉｏｔｌｓｄｉｓｃａｓｅｈｏｓｐｉｔａｌのｔｅｔａｎｕｓの小児
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Ｄａｃｃａ大学医学部の学生達の解剖実習風景。

Ｄａｃｃａ大学付属痛院で診察する松尾熱
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Ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓｈｏｓｐｉｔａｌの院師，洞,似il}さんと共に｡

1

Shishuhospit,aｌ（小児科総合病院）の外来風最。
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ザ

静

灘
％

ＧＧｓｔｈｏｕｓｅでのひとときｏ左より沢江先生，Ｄｒ・ＳａｒｌａＳｌａｒｗａ

Ｄｒ・Ｗｉｌｓｏｎ(米），Ｄｒ，ＰｒｅｍａＢｈａｔ(印）。

Ｎａｔｉｏｎａｌｍｏｎｕｍｅｎｔｏいかなる人も下足で上がってはならない。
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タイ脳公衆衛生省ウイルス研究所での研修

牧准はBungladoshでの２週|Ｍ１の研修を終えた後，８月１０日にタイ岡のウイルス研究所を肋間

したｏ

この研究所の設伽は非常に立派であり，日本の水準に近いものであった。我之はBangladeshで

の研修で疲れ切った体に鞭打って，ウィルス研究所を約半日かけて見学した。ここは，各種ウイルス

の研究が行なわれており，我六はtIi顕や各種検査法を見せてもらった。また先ごろ天然痘の絶滅蹴筒

がなされたが，我公はそのＳｍａｌｌＰｏｘ、を見る事もできた。所員の方の好意的で熱心な説明を聞い

ているうちに，いつしか疲れを忘h,ている我食であった。

とにかく，ここの研究所の職員の方左は殆んどが女性であった。所長さんも５０過ぎ位の女性の方

で，日本の化学血消研究所で半年ほど研修したそうである。日本語も少し話してくれた。しかし，な

かなかユーモアもあ為人で「この研究所は男性が少いですね。」という侭間に対して，「ここは確か

に男性が少いけれども，刑務所に行けばたくさんの男性に会えますよ。」と答えてくれた。

その日の午後，我変はBangkok市内のＲａmathibodimedical8choolhosptalを訪問

した。この大学は私立であったが，非常に大きく九大並桑の規模であった。我友を案内してくれた教

授はとても親切で，その医科大学の学生に我公を紹介してくれたり，病棟案内をしてくれたりした。

そこで，我火はクリプトスゴッカス，シュードモーナスなどの患者さんを見学した｡本当に，勉強に

なった一日であった。

股後に，タイウィルス研究所でいただいたRotavirusとDengucvirusのNi顕写典を掲峨い

たします。
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リサーチノート

沖縄県与那国島における

広東住血線虫の感染幼虫の検索

Ｍ３鷲尾昌一

広東住血線虫Angiostrongyluscantonensisによる好酸球隆髄膜脳炎は，南太平洋諸地域

や東南アジアの熱帯，亜熱帯地方に染られる疾患と考えられていた。

西村ら（1964)は，沖細県西表島のドブネズミから成虫を検出し，さらにSimpsonら（1970）

が，症例を報告して以米次女に本症とされる患者が染つけられるようになり，すでに沖細りiLに広く

定着しているように思われる。

その後,札幌市内のドプﾈズﾐから，さらに東京晴海，川崎横浜，横須貨にかけての東京湾およ

び小笠原清ﾉ;しにも分布していることが判り｣し，また本年に入りiWi岡県でも本症の発症を鍬，今後本症

がiiljli次畑加してくることが予測される。

沖維県与那国島における本線虫の調査は,九大熱帯医学研究会の第２回学術調査で実施され,福重

(1967)によって報告されている。

他方，中間宿主については，安里(1975)によりアシヒダナメクジの調迩がなされ，幼虫を検出し

ているが，他の宿主についてはまだ調査されていないので，今回，われわれは，本線虫症の感染源と

なる宿主の一つである延長中間宿主Ｐａｒａｔｅｎｉｃｈｏｓｔと考えられるヌマガエルRanalimnocha-
－

r,ｉｓｌ２個体について検索を行った。

与那国島宇良部山山腹水田で捕獲したヌマガエルを生きたまま九大に持ち帰り，臓器別に人工胃液

で３７℃３時間消化したのち,細い'1の金網でiIfi過し,測漉Fの虫体を突側顕微鏡で分離し観察した。その結

果，１２個体中ｌ個体の胃壁から６匹の第３期幼虫が疑われるものを検出した。しかし，寄生虫体数

が少く，従来の記載と若干異なるところもあり，十分な考察ができなかった。また，今回は，与那国

島の滞在期間が短く十分な柵査ができなかったので，今後再澗迩の上碓定の予定である。

な猫，沖細県における自然界の中間宿主については，岸本（1977)安里ら（1978）により，アフリ

カマイマイ，シュリマイマイ，オキナワウスカワマイマイ，アシヒダブーメクジさらに，延長中間宿主

としては，アジアヒキガエル，ウシガエルカヌマガエル，シロアゴガエルなどが確認されている。

－３７－



終りに臨象，今回の調査にあたって，ご指導下さった味医学部寄生虫識唾の石井洋一教l鬼カエルの

同定にあたってご指導下さった九大農学部畜産学科動物学教室の内田沼章教授，沖絶県の広東住血線

虫について有袖なご助言を下さった沖細県公害衛生研究所の安里龍二先生，および幼虫検索江あたっ

て直接ご指導いただいた九大医学部寄生虫学教室の古賀正娯先生にお礼申し上げます。
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延長中間宿主となる与那国鳥産ヌマガエル カエルの腸管に寄生する広東住血線虫の鉱３期

幼虫（矢印）
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与那国島における蝶虫浸淫状況報告

Ｍ１矢畷鱒次郎

Ｉ序諭

私達沖細班は，与那国島比川部落の蟻中浸淫状況を調査した。今年の沖細班は５人中４人が１年

生ということで，諦生虫学についてもあまり知識がなく，また滞在期間が短かかったために検査は

蝿虫だけに絞った。

私達が調査をした頃は，ちェうど比川部落の豊年祭に当たっており，準陥が忙しい中を協力して

いただいたことは感副に絶えない。

Ⅱ調迩方法

虫卵検出には，パークデーピス三共株式会社から供与を受けたウスイ式蝋虫倹恋繊を用いた。

これは雌成虫が，産卵時に，に門外に出て，江門周辺の皮膚上に産卵する習性を利用したものであ

る。この倹在紙を部落全伐民（リリ５９人，女６４人）に渡し，Ｗｊ排便前に，ＩI:|＃|にあてがうように

指示して，それを回収し鏡検した。

なお，検礎は７｣１２０日，２１日，２２日の３１型1行なったｏ

Ⅲ澗迩結果及び考濃

回収できた検従紙は５５人分（男２８人，女２７人）であった。それを鏡検した結果，２人(女）

に虫卵が見つかった。

この２人の保布者はいずれも小学生で，５５人の被検者のうち小学生だけに限ると，８名中２名

（２５％）の虫卵保狗率になる。

比川小学校の児茄に関する調査については，１９６４年に鹿児島大学の多田功らが行ったデーター

があるので，紹介すると，児流５９名中２３名（３９．０％）が陽性であった。（テープ法１回検在）

このデーターと比絞すると，卵保有者はかなり減少しているようであるが，倣字に現われている

程の差はないと思う。

というのは，現在，比川小学校の児童数は１５名で，今回の洲在では８名の結果しか得られず，

他の児班に関しては未知であり，我なの伽森の前に行われた沖細りi1§衛生研究所の検恋において，今

回の陽性者２名とは別の２名に虫卵が出ているからである、

さらに，賑WWI:祉瀧状況を把掘するためには，被検者特に児派を噌やすと伴に，検州動数を卿や

－４１－



す必典がある。叉，与州叩師あたりでは，焼虫検査はなじ象がうすく，正しく火施されてない例が

かなり見られた。それで回収した検査紙すべてが鏡検できたわけではなかったのでそうしたこと哨

来年の裸胆である。

参考文献

多田 功（１９６８）沖細八重山群島における鏡虫浸淫状況ｃ

鹿大医誌，２０，１３４－１３７
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最前線見学

ミンブー

ノ、ブ研究所，水納島を訪ねて

Ｍ１山口裕也

７月１８日那覇公害衛生研究所の吉田朝啓所長に，与那国へ発つ前にお会いし，挨拶をしようと

公害衛生研究所に行ったが，所長さんは不在，所投さんは主にハブ研究所で仕ﾘをなさっているとい

うことでハブ研究所に向った。

１０時ハブ研究所に到着も那覇市郊外にあり，平屋の小じんまりした建物であった。前もって伺う

ことを連絡していなかったにもかかわらず，所長さんは快よく迎えて下さり，忙しい中をハブの生態，

研究所での研究内容を説明して下さった。後で知ったのだが，所長さんはハブに関しての識演会など

で出張が多いそうで〉お会いできたのは幸運であった。

これまでの公害衛生研究所では，十年単位でマラリア，フィラリア，腸内寄生虫を研究，解決した

そうで，妓後に残ったのがハブ災害をいかにしてなくすかという問題だということだった。なぜ毒蛇

ハブがこうも問題になるのか。本土にも獅蛇マムシがいるが，公衆衛生的には全く問題がない。それ

は人間とマムシが遭遇するということがめったにないからである。しかし，沖細ではう､ブの繁殖俳個

地域が，人間が渡起きをし，仕本をする地域と重なるという状況が存在している。本土では考えられ

ないことだが，人家の庭先を猛毒を持ったハブがチョロチョロはいまわるということが沖綴では起き

るのであぁ。ではハブ災害をなくすにはどう･したらよいか。ハブを皆殺しにすればよいと考えがちだ

がハブは生態系の11:'に組染込まれており，ハブだけをこの生態系の中からとり除くことは非常に困雌

なことなのだそうだ。しかし，殺してしまわなくともハブが人間と出会わないように，つまりハブと

人間が住認つけをすれ催ハブ災害はなくなるわけである。ハブは必ず穴の中で産卵する。それも産卵

に適した穴の環境というものがあり，この産卵に適した穴を人間の生活闇からなくしてしまえば，ハ

ブと人間との住みわけも可能となるのである。そこで，現在ハブ研究所でおこなわれている研究が，

ハブがいかなる穴を好むかという研究だそうだ。

研究内容の説明が終ると，所長さんの案内で研究所内を蕊てまわった。まずはハブとの初顔会わせ。

ちょうど産卵中のハブをみせてもらったが,’０数個のマュのように真白な楕円形の卵の上にとぐろを

巻いていた。三角形の頭がとても不気味であった。ハブは赤外線を感知する感覚器が目のそばにあり

それによって肋物の接近を知るとllIlいていたので恐る恐為近づいて‘ハブの姿をカメラに納めた。
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卵からハブを育てて年齢判別法を研究中とのことだった。次に見学したのが野外実験場。囲いでしき

った２００坪ほどの敷地内に小山ができており，その小山の東西南北の斜面に様之な口径，奥行きの

穴が人工的につくられており，ハブを放し飼いにして，ハブがどういう穴を好むかを研究中であった。

他にも防空職の中で産卵に適した環境を研究中であった。今までの研究で，温庇２５～26℃，柵度８０

～９０％，照度０，気流０，いわば子宮的な環境内で産卵することがわかってきたということだった。

３時間程の見学の後，所長さんの方から，今から水納島に行くのでいつし主に来ないかというお誘

いがあった。水納局とは，５年計画でハブ撲滅作戦が行なわれている島である。与那国に発つまでに

は日数があるし，めったにない機会なので即座にお誘いをお受けした。

荷物は宿に股きっぱなしにして，すぐ所長さんの車で本部町へ向った。途中，砺手紬を通ったが，米

軍のグークグリーンの叩が走り，山手の一舗地には兵舎が並んで漏り，改ためて韮地の街だなという

印象を強くした。パイナップル畑が目立った。パイナップルの茂象にはハブが多いそうで，畑仕那の

農夫が襲われることが多く，パイナップル栽培も命がけだそうだ。

２時間程で，本部町渡久地港に到着。渡し舟に揺られて２０分程で水納島に藩く。２０分もあれば

島の端から端まで歩けるぐらいの小さな島で周囲は防風林に囲まれ，中央に家が典っている。鮒には

赤いハイビスカスの花が咲きほこり，いかにも瓦紅の花がよく似あう南の島という感じだ。背は水無

島と呼ばれていたそうで塩からい地下水しか出ないため，天水が礎亜な水資源である。水がないこと

の苦しさは昨年の福岡水不足で身にし悪ているので〉さぞや島の人達の生活は大変だろうと思う。

この島がなぜハブ撲域作戦のモデル地区に選ばれたかというと，ハブ撲滅ができる程度に島が小さ

く，他地域からのハブの侵入が考えられないこと。人間の生活の場とハブの生息地が砿なっているこ

と。これが理由だそうだ。勘には一定間隔三とにネズミを餌Iこしたワナがしかけてあり，島の人に委

託して，ハブを榊獲してもらっているそうだ。気象状況と，そのハブが捕盤された場所から，ハブの

生態をも観察しているとのことだった瞳

島についた晩，新しくできたばかりの高床式の南国風のホール（後で聞いたところによると，ある

ホテルのレストハウスになるそうだ）で，これまでの撲滅作戦の経過報告と所長さんの「ハブにかま

れた時の処股｣についての話が,島の人達を前にして行なわれた｡隆過報告では,一年目,二年ｕと

保獲されるハブの数が減り，ハブの型も小さくなってきているということで，撲域作戦は瀞共と進ん

でいるということだった｡

経過報告に聞き入為ﾙﾙの人との表情は其剣で，挑戦へ向けての一体感みたいなものを蝋じた。
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い花咲き乱れる島になることを祈りつム島を離れた。

最後に，このよい機会を与えて下さった吉、朝啓所長，

感謝します。

水納局でお世話になった勝連・城間両氏に

潟礁1・
I■.夷

Ｉ

蝿
麹

ｐ
Ⅲ

ハブがワナにかかったところは残念ながら見ることができなかったが，翌日，水納島がハブのいた

亀鍔'電
熱，§…，

卵を抱えたハブ

ハブを揃えるワナ

－４５－



黒潮打ち寄せる島与那国

私の与那国の記憶は，石垣島の飛行場からは

じまるように思われる。

窓の外は，強い熱帯の陽射しが照りつけ，冷

房のない待ち合い室は，耐え難いほど暑い。

切符の都合で私より一足先に与那国入りする

こととなった藤原を乗せた飛行機は，もうすぐ

飛び立とうとしている。燃えあがりそうな滑走

路の向こうから，かすかにエンジン音が流れて

くるｏ私は暑い日射しを避けながら，送迎デッ

キに向った。遮蔽物のないデッキでは，南国の

陽射しは容赦なく私に襲いかかってくる。与那

国へ飛び立つプロペラ機は，隣に並んでいるジ

ェット機に比べると子供のようだが，それでも

力強くプロペラを回し，滑走路を走り抜け．そ

の銀色の胴体を光らせて飛び去った。

次の便に私は乗ったｏ外の恐さは機内にまで

侵入している。機内にあるうちわで染んなさか

んにあおいでいるｏｌ９人乗りの機内はとても

狭く，立ち上ると天井に頭をぶつけてしまう。

飛行機は滑走路の端まで行くと恩いつきり身震

いさせて走り出し，そしてフワリと浮き上ったＥ

石垣市を右手に見たあと，西表島の上空をゆ

っくりと飛んでいる。グリーンの海に白く見え

るサンゴ礁，そして，濃緑のジャングルの中に

見える白い滝。それらが見えなくなるとあとは

一パ６－

Ｍ１田中耕司

ただ海だけ。ユ０人催どの乗審の大半は釣りを

目的とした観光客のようだ。私の前に座る子供

に劣らず，眼下の景色を見てはあれこれと言い

さわいでいる。やがて，めざす与那国が見えて

来た。空から見ると，岩ばかりが目立つ島であ

る。石垣島，竹富島が美しい砂浜が多いのに対

して，この島はほとんど浜が見られず，断崖と

なっている。飛行機はゆっくりと下降して，さ

とうきび畑の中にある飛行場に着陸した。ター

ミナルは，とてもビルとは言い雌い平屋のコン

クリートの建物である。

与那国への第１歩が，このように苦しく，強

烈な印象として残っていたせいか，蹄での生活

は，比較的おだやかだったように思える。

私達の宿舎となったのは，松村夫妻の住む普

血の民家であった。屋根は，黒い瓦と白い漆喰

とのコントラストが美しく，南及び東に面する

戸は，すべて取り外され乾いた風が吹き抜けて

いた｡那靭や石垣で，あれほど私を苦しめた粘

さは，与那国ではさほど感じられず，特に家の

中は，ひんやりとしていた。はじめ宿舎の近く

の浜で泳L､でいたのである鯛竹雛１７や西表鼎のWiIを

知っている私にとっては，与那国の海は少し期

待外れであった。これは，その浜で，俊喋工事

があっていたので，水は濁り，サンゴはほとん



ど死んでいたからである。しかし，この不満も，

比川の海で泳いだ時には解消した。比川の海は，

沖合にテーブルサンゴが密生し,.流れは全くな

く，海中散歩には岐適であった。そのテーブル

サンゴの美しさは，他に比類がなく，サンゴ

のすき間のトンネルをくぐって，遊びに興じた

ものであった。魚は湾内であったためか，さほ

どの大物には巡り合わなかったが，その種類の

多さと色の鮮やかさは，やはり熱滞特有のもの

であった｡

また陸上から見る海も私の目を楽しませた。

西埼，東崎，サソニヌ台，それぞれに異なる表

悩を見せる海と，荒☆しく切り立つ岩肌が作り

出す風景は，南IRlの陽射しの中で，ｊMIIいていた。

烏内での移動には，専らトラックを使った。（

スもある事にはあるが，走っている所を一度も

見た事ばなく，乗用車は，悪路のためにγしば

しば立ち往生したから燭トラックの荷台に乗って

走ることは，この;傑な島の溌観をjiMi能する岐良

の方法であることを，私は発見したのである。

地平線まで広がるサトウキビ畑；デコポコ道か

ら郷い上る土煙，鵬緑の.山を，その''１に，所禽

に顔を見せる岩肌，照りつける太陽，渇いた風。

これらのものすべてが混り合って，一つの強烈

なイメージとなって私に迫って来た。

烏での生活で興味を覚えたのが言倍であった。

標準語とは全くといって良いほど拠っており，

別の言語といってよい。勘の人盈は，私と話す

－４７－

時には標単語，島の人同志は与那国弁と，上手

に使い分けていた。

ノ;ﾙの生活で，もう１つ忘れられないのはｊ阪

縦や，保雌衛生に携わる人奄の熱意であった。

特に保健婦の与那新さんは，暑い日中に熱心に

勘の人女に話しかけ，相談を受けておられて，

実に剛の下がる思いであった。また，故池間隙

師はｊ琉球政府時代に，健康保険も不備で，報

酬も十分ないにもかかわらず，ひたすら医縦に

挺身されたということだった。また，Ｗ{|不足

で不償れな私達の調査に協力して下さった役場

の方,4fの御心巡いや，調迩の対象となっていた

だいた比川地区の住民の素朴な性格は，都会で

は失なわれてしまった暖い人間性を見る恐いが

したＣ

ｌ週間の予定を終えて私が島と別れる日が来

た。緑美しい森林と，風にゆれるサトウキビと，

時に荒*しく，時に静かな海をもつこの肋と，

純朴で，ひたむきな人火に別れを告げた。Ｉりび

来る郡を心に誓って。

鴛童



５４年度会計報

収入

支

1‘

前年度繰り越 し金

貯金利子

日本国際医療団

九大’'１窓会

西日本民生４F業団

福岡中央ライオンズクラブ

福岡南ライオンズクラブ

柵岡９地区ロータリークラブ

太宰府ロータリークラブ

一般賛助団体寄付

ＯＢ寄付

Ｏ Ｂ 外 会 員 寄付

自己 負担 金沖細班

海外班

計

出

一般支出

通信。連絡費

交 通費

記 録費

書 籍費

部運営費

報告書作成費

計画掛作成費

報告書送料費

九大祭 参加徴用

写其展磯用

春休象研修費

沖縄前調迩費

医学生会議参加費

雑 費

予伽饗

㎡Ｉ
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Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈ学術洲迩圃支出

渡航前費

準術費

交通独

滞 在費

現地活動費

通信・連絡費

記録費

雑賀

報告会参加費
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沖細学術調査団支出

交通費

宿泊独

食慨

通信蟹

装備費

雑聾

1，３９１，５１５
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５４年度協賛諸機関団体名

九大医学 部（'１窓会

福岡中央ライオンズクラブ

柵岡南ライオンズクラブ

福岡９地区ローククークラブ

与那国町役場

日本チバガイギ－

否 林薬品Ｉ

メルク繭有

三共株式会社

塩野義製薬

ライオソ製品

エ ・ り 野 イ

日本化薬

明 治製薬

Ⅲ辺狸築

山之内製薬

武田薬品

小 野薬品

藤沢莱品

大塚製薬

フマキラ

富士エツクスレイ

永瀬産業

－５０－

日本国際医旅団

西日本新聞民生事業団

琉海観光株式会社

太宰府戸一ククークラブ

八重山保健所

九州電力

福岡銀行

ミドリ十字

典和新薬

中外製薬

寓有製薬

久光製莱

第製薬

ハ－クデービス三共

大日本製莱

台糖フアイザー

吉富製薬

テルモジャパン

日本シエーリング

森下仁丹

三菱鉛嘘

サクラエックスレイ

天神．ァ



石垣市宮良眼科・

那覇市喜屋武内科

真栄田産婦人科

佐久本小児科

大城雛形外科

安座間産婦人科

普天間弘

今
云 貝寄付状況

尾前照雄（会長，九大附属病院長・九大第２内科教授）

多田功（熊大寄生虫学教授）

沢江義郎（九大医療短大部教授）

嬬鳥翻一（九大医療短大部助教授）

ＯＢ外

ＯＢ会員寄付状況

西間三馨（南補岡病院小児科）

中村征矢（産業医大麻酔科）

朝｜股典一郎（九大耳鼻科）

中島格（九大耳鼻科）

吉利用和（九大心臓外科）

安藤文英（九大３内科･）

石田照佳（九大ｌ病理）

楢林塊樹（九大２生化）

白日高歩（福大２外科）

瀬点顕（九大心臓外科）

秦恒彦（九大ＩＣＵ）

中牟田誠一（九大泌尿器科）

雷金渓（九大２病理）

古野 純 典 （九大公衆衛生）

､松 井 敏 幸 （九大２内科）

北野正剛（九大薬理）

藤川尚宏（ 九 大 緒 神 科 ）

－５１－



ニニ ザ

武田薬品工

中外 製

三共株式会

塩野栽製

大塚 製

胤居 薬

東京田辺製

久光製

万有製

西日本鉄

藤沢薬品工

山之内製

筑鯉

協賛諸機関団体

日 本国際医療団九大医学部同窓会

琉海観光株式会社

八童山保健所

西日本新川民生4『業団

与那閏町役場

僧士エックメレイ

サクラエツクスレイ

明治製菓薬品剖

チバガイキジャパン

参天製薬

三菱鉛筆九州販売

テ ル モ ジ ー 1 ’ パ ン

泰 明堂

明治乳業

森永乳業

|｜本シヱーリソグ

雪印乳業

日本新薬

メルク万右

新薬協会

吉富製薬

永 瀬産業

日本化薬

パークデービス三共

田 辺製薬

西部陰，ガメ

日清食品

富山化学 工業

協和発酵 工業

台 糖 フ γ イザー

福 岡 医 科 器機組合

柵lMlエレクト'回西部販売

小野薬品 工業

九州松下 電器

フマキ ラー

緑十字

杏 林薬品

森 下仁丹

興 和新薬

西１．１本州互銀行

柵岡９地区ロータリークラブ

編岡中央ライオンズクラブ

福岡南ライオンズクラブ

九州電力

北陸製薬

大日本製薬

イ

業

薬
社
薬
薬
品
薬
薬
薬
道
業
薬
薬

稲川睡梨

久保 田商 事

ライオン歯膳

福岡銀行木店

－５２－



1．委負会

九州 大 学 医 学 部 熱 帯医学研究会会則

1．猫称本会は九州大学医学部熱帯医学併究会と称す｡

ＴｒｏｐｉｃａｌＭＧｄｉｃｉｎｅＳｏｃｉｅｔｙｏｆＫｙｕｓｈｕＵｎｉｖｃｒｓｉｔｙ‘

（略称ＴＭＳ）

１．目肱 本会は熱帯医学の研究，海外への調査団派避，各国との学術交流等により医学

の発展に寄与し人類への貢献を目的とする。

本会のﾘ菜は，（１洋術調査隊派遣(2)熱桁医学の研究（ゼミ等）とする。

本会の会員は，正会員及び賛助会員をもって構成する。

但し，正会員とは九大医学部学生，九大医学部職員，及び本会の特に認めたも

のをいい擬助会貝とは本会の趣旨に賛同し定期的に会世を支払う岩又は団体を

いう。

本会は，会長’名，顧問若干名をおき学生会員の互選により次の役貝を決定す

る。任期は１年とする。但し噸任は妨げない。

総務１名副総務１名

会計１名書記１名

本会の委員会は，上記学生役員４名と学生外会員のうち３名をもづて椛成する。

学生外会員のうち３名は互選にする。

委員会は，総務が召集し会の運営をはかる。

本会は年２回の総会をもち，なお総務が必要と認めた場合，臨時に総会をもつ

ことができる。

本会は入会金，会捜，その他によって運営され，会計報告は年度末に行う。

会計年度は４月より翌年３月までとする。

本会は，九州大学医学部公衆衛生学教室に本部を股く。

附．則

本会は，本会運営のために入会金及び会費を徴収する。

正会員入会金、２００円

会蝋（年額）１，２００円

磯助会員１口（年紬）１０，０００門

この会則は，昭和４０年１月３０日から施行するものとする。

1．リド菜

１．会負

1．役貝

1．総会

1．会剛‘

１．本部

１ ． 会 賀

１

1 ．施 行
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一

会 長

最高職間

蔭 苗

研究

尾前照雄

武谷健二

宮崎一郎

勝木司馬之助

入江英雄

樋口謙太郎

間田直幹

池見酉次郎

倉恒匡徳

永井昌文

後藤昌義

石井洋一

田中潔

石西伸

牧角三郎

柳瀬敏幸

中村元臣

生井浩

合屋長英

小林談

神中寛

森良一

会 構成

(九大附属病院長

九大第２内科学教授）

(九大細菌学教授）

(九大名誉教授・福大大学院教授）

（九大名誉教授）

（〃）

（〃）

（九大名誉教授・福岡女学短大院学長）

(九大名誉教授）

(九大公衆衛生学教授）

(九大第二解剖学教授）

（九大第二生理学教授）

(九大寄生虫学教授）

（元九大薬理学教授）

（九大衛生学教授）

（九大法医学教授）

（九大第一内科学教授）

（九大循環器内科学教授）

（元九大眼科学教授）

（九大小児科学教授）

（愛媛大学教授）

（防衛医大教授）

（九大ウィルス学教授）
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竹下

川島

沢江

多田

南嶋

植田

真柴

大島

草場

橋口

喜屋武

佐久本

大城

宮良

霜鳥

宮原

長岡

矢野

大杉

波部

恭
郎
郎
功
一
司
人
司
宏
久
章
彦
徹
和
一
明
孝
・
胴
．
幸
久

次
司
健
義
洋
浩
裕
健
公
義
朝
政
長
溺
道
成
泰
利
誼

（九大第二内科学講師）

（九大医療短大部教授）

（九大医療短大部教授）

（熊大寄生虫学教授）

（宮医大細菌学教授）

（九大小児科学講師）

（鳥取大学内科学教授）

（稲岡大学眼科学教授）

（九大第一内科学）

（高知大学理学部生物学助手）

（沖細那珊市|州業医）

（沖維那鵜市開業医）

（沖細那覇市開業医）

（沖純石垣市開業医）

（九大医療短大部助教授）

-（九大医療短大部）

（九大歯学部保存学助手）

（九大歯学部保存学助手）

（九大歯学部予防歯科学助手〕

（福大寄生虫学教室）
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江頭啓介（九大第一外科）

今泉勉（九大第一内科）

薙野久法（九大小児科）

中島格（九大耳鼻咽喉科）

稲葉頬一（九大麻酔科）

岡村健（九大第二外科）

隈博政（九大第二外科）

古野純典（九大公衆術生学）

吉利用和（九大心臓外科）

安藤文英（九大第三内科）

松井敏幸（九大第二内科）

見 朋 俊 治 （ 九 大 細 菌 学 ）

愉広義（九大第三内科）

吉田光男（九大整形外科）

石川照佳(九大第二外科）

北野正剛（九大第二外科）

小野山佳道（九大産婦人科）

字野久光（九大第一内科）

楢林英樹（九大循環器内科）

下村学（九大精神科）

荒瀬高一（九大第一内科）

松、和久（九大麻酔科）

前田博（九大産婦人科）

高松純（九大麻酔科）

保利敬（九大第二内科）

林久（伽勘大皮胴科）

野尻五千穂(九大放射線科）

藤川尚宏（九大精神科）

石井洋一（九大小児科）

克尚（九大眼科）

信慨（福大荊神科）

高歩（九大第二外科）

満（飯塚病院整形外科〕

竹夫

恒民（産医大眼科）

健消（九大公衆衛生学）

九竜（九大脳神経外科,グ

三軽（国立南福岡病院小児

喜一郎（長野鵬!:佐久総合病勝

信二（杏林大学）

靖彦（九大第二内科）

芳隆（九大第三内科）

淳一郎（九大小児科）

昌消（沖細中部病院内科）

顕（九大心臓外科）

隆一郎（九大第二外科）

征夫（産医大麻酔科）

節（九大第二外科）

真一郎（九大耳鼻咽喉科）

垣彦（九大ＩＣＵ）

満（九大鋪一病理）

良一（久留米大薬理）

浩一（近畿中央病院）

誠一（九大泌尿器科）

政幸（九大脳神経外科）

康正（東京医歯大外科）

格（九大病理学）

西
口
日
下
平
村
村
間
辺
野
戸
田
砿
原
点
旧
村
城
隈
城
川
友
田
永
島
田

牟

大
坂
白
竹
西
野
吉
鄭
西
渡
川
木
野
福
石
瀬
玉
中
岩
朝
秦
金
中
信
中
松
福
吉

(産医大眼科）

(九大公衆衛生学）

(九大脳神経外科,クアラル

(国立南福岡病院小児科〕

(長野雌佐久総合病院）

ｸｱﾗﾙﾝブ湾ル〕
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1１

１

熱帯医学研究会の足跡（過去の調査報告書内容）

１９６５年度夏期奄美大島調査報告書

１．奄美の概観（特に医療・術生而について）

２．奄美大島におけるネズミの体内寄生虫について

３．奄美の疾患について（一般入院患者について。奄美大島における結核実

態調査。名瀬市と．偏岡市との赤痢の疫学的比較）

４．奄美大島近海海産類の寄生虫調査

５．南海諸島のハンセン氏病について

６．糸状虫症の皮内反応に関する研究

７．奄美大島の食生活の実態

１９６６年度夏期八重山群島調査報告書

１．沖細のハンセン氏病

２．沖細の結核

３．与那国島におけるAngiostrongylus・cantonensis

４．八旗山群島の学童の体位

，５．九州大学マレー半鳥学術洲査隊行動記録

６．奄美島の食生活の実態

１９６７年度沖縄学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科､・小児科・皮膚科・肝腫大について。先天性風診症候群

について）

２．石垣島住民の日本脳炎ウイルスに対する抗体保有調査

３．レプトスピラおよびリケッチアに関する研究

４．伊原間部落の健康・栄養調査

１９６８年度沖縄学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科・小児科・耳鼻咽喉科・眼科）

２．石垣島住民の日本脳炎ウィルスに対する抗体保有調査（続）
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１９６９年度沖縄学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科・小児科・眼科）

２西表西部地区における歯科疫学的調査

３．祖税地区における貧血を対象とした血液像

４．祖税地区における栄養学的調査

５．竹富町の福祉と民生

６．沖細の医療保険制度

３
４
５
６
７
８

伊原間における母子術生および蝋境調査

石垣島への肺吸虫調査

南洋カロリン群島イフアルク環礁に旅して

Ｉ

レプトスピラおよびリケッチアに関する研究（続）

沖維地方における先天性風診の追跡研究

沖細・八重山群島。黒島における乳児死亡及び分娩状況について

１９７○年度沖縄学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科・小児科・眼科）

２．西表iﾉﾘ部地区における歯科疫学的i淵査（統）

３．西表西部地区における生理的血液値

４．沖細八電山群島西表島における腸管寄生9,;虫類の調査

５．西表島西部祖納地区における寄生虫卵保有者の好酸球値

６．沖細八喧山群島西表島西部住民にみられた肝腫大について

７．西表島西部地区における循環器疾患に関する報告

８．祖納地区における学童調査

１９７１年度沖縄学術調査診療団報告書

１．内科学的診療調査（一般診療と健康台帳の作製を行ない、

祉に貢献すると共に、肝腫大の調森）

２歯科学的診療柵査

３．公衆衛生学的調香

地区住鴎の福
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、

4．栄識学的調査並びに栄養指導

5．寄生虫浸淫状態の調査

6．トキソプラズマ症の調査

７．，住民の術生知識の普及

8．台湾におけるＡｕ抗原の疫学調査

’９７２年度沖縄学術調査診療団報告番

１．寄生虫浸淫状態の調査

２．貧血に関する調査

３．Ａｕ抗体の調査

１９７３年度沖縄学術調査診療団報告書

１．沖細県与那国町における高血圧検診

２．東南アジア班（フィリピンとタイ）

３．奄美班（ハンセン氏病とフィラリア症について）

１９７４年度沖縄学術調査診療団報告書

、1．沖細県与那国町における高血圧検診

２沖細県与那国町の死亡

３．沖細県与那国町の軽血管性障害発作を起こしたと考えられる症例につい

て

４．沖細県与那国111Jの肝腫について

５．頚腕痛症，腰痛症などの症例について

６．東南アジア班（フィリピンとマレーシア）

１９７５年度沖縄学術調査診療団報告書

１．沖細県与那国町における高.血圧検診・

２．血液生化学的検査と血清学的検在の２，３について

３．与那|求|町における高血圧者の予後について

４．東南アジア班報告（フィリピン）
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あとがき

九州大学医学部熱帯医学研究会の今年度の活動であった，Bangladeshの

ＩＣＤＤＲ，Ｂへの研修生の派遺，沖純県与那国町での寄生虫学調査の結果をこ

こに発表しました。当会では，昭和５４年度の活動の一環として！昭和５４年３

月に天草の海洋研究所において，寄生虫症の研修も計画しております。

また，Bangladesh及び沖細県与那国町での活動を広く学内や一般の方凌に知

ってもらうため，九大祭と天神コアにおいて結果報告と写真発表を致します。

我左の活勤が一人でも多くの方之に理解してもらえればと思っております。

さらに，日本国際医療団での海外研修の合同報告会や西日本医学生アジア交流

会議への参加を通じて他大学の学生達とも広く意見を交換し，九大・熱研の躍進

のために役立てたいと思います。

バングラデシュ班はＩＣＤＤＲ，Ｂの研究発表雑誌を多数持ち帰っており，現

在それらをまとめております。来年の報告謀には是非掲救したいと思います。

現在，九大・熱研は部員数が９名と小人数ですが，若い力が台頭してきていま

すので来年以降はもっと大きな活動ができると信じております。

最後に，我を九大・熱研は今lEjlの洲査活動にあたり，学内・外の関係者各位の

|暖い御支援・御協力に心より感謝致します。
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